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　　　　　　　　　NMR ・ NQR か ら見た

鉄系超伝導体 LaFeAsOo ．s5　t［おける Zn 不純物効果
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　Fe を含む超伝導体は超伝導転移温度 Tc が最高で 55　K と高い こ とな どか らその 物性 、 特に超伝

導発現機構に興味が持たれてい る 。 超伝導の発現機構を解明す るためには超伝導対称性を明らか

にするこ とが重要だが 、
これまで の 研究か ら超伝導対称性の最も有力な候補として Fermi面間の

nesting に由来するス ピンゆ らぎが クーパ ー対 の引力とな っ てい る s士 波対称性が考えられてい る 。

一
方 、 Fe 面に Coや Ru を ドープするこ とによ っ て も超伝導が発現するこ とから不純物に強い s＋ ＋

波対称性も候補の
一

つ とな っ てい る 。 これらの対称性を区別するための有効な実験 として非磁性

不純物効果があげられる 。 最近 、 Zn をわずか 3％ ドープする こ とで 超伝導が抑制される こ とが報

告された 国。 こ れは s土 波対称性の 有力な証拠と考え られる 。

一
方、Zn を ドープ して も Tc が変

化 しない との 報告もあ り ［2］、 磁気励起の変化も含めて Zn ドープの 影響を詳細に研 究する必要 が

ある 。

　我々は NMR を用い て Zn ドープに よる影響を微視的に調べ た 。
　 NMR 測定ではナイ トシ フ トや

核ス ピン
ー
格子緩和率 11Ti、ス ペ ク トル の 線幅か ら電子 状態や磁気励起の 変化 、 不純物に よる局

在モーメン トの誘起の有無な どを調べ る こ とが可能である 。 本研究によ っ て LaFeAsOo ．85 の 超伝

導性は Zn を 3％置換するこ とで消え る
一

方、ナイ トシ フ ト、スペ クトル の線幅、 1／Tl は Zn 置換

試料 と Zn が入 っ てい ない 試料でほ とん ど変わ らない こ とが明 らか にな っ た ［3】。 こ れは結晶構造 ・

電子構造は Zn 置換に ほ とん ど影響されない 事を示唆 して お り、　 Zn が超伝導に た い して 非磁性不

純物 として働い て い る こ とを示 して い る 。 こ の こ とか ら鉄系超伝導体 LaFeAsOi ＿y の超伝導対称

性は従来型の s 波で はな く、 非従来型超伝導で ある可能性が高い 。 講演では実験結果の詳細につ い

て報告する 。
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